
安心・安全で笑顔あふれるまち 宇治田原町を目指 して
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一．
ぼ
く
は
と
び
起
き
て
、
お
と
う
と
を
ね
ど
こ
か
ら
出
し
て
、
庭
を
見
ま
し
た
。

庭
は
―――
で
す
。
ぼ
く
は

「う
わ
―
」
と
い
っ
て
、
あ
と
は
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

う
ら
の
し
ば
入
れ
の
方
を
見
て
い
た
お
と
う
さ
ん
が

「
は
や
く
そ
と
へ
出
よ
」

と
大
声
で
い
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
い
ち
ば
ん
に
そ
と
へ
出
ま
し
た
。

そ
と
は
、
か
さ
も
さ
せ
な
い
す
ご
い
雨
で
す
。

う
ら
の
方
で
、

「ゴ
ー
、
ゴ
ト
ン
、
ピ
ン
ー
」
と
、
も
の
す
ご
い
音
が
し
ま

し
た
〔）
こ
ん
な
お
そ
ろ
し
い
こ
と
は
、
死
ぬ
ま
で
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（当
時
の
５
年
生
の
作
文

『山
崩
れ
』
よ
り
）
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かつてない被害をもたらした阪神 。淡路大震災から、
はや 8年が経過 しましたG私 たちは今でも、テレビで日
の当たりにした発生直後の変わり果てた街や人々の悲 し
む姿を、決 して忘れることはできません。

この自然豊かなまちでも、今から半世紀前の昭和 28
年 8月 14日 。夜半から翌 15日 未明にかけて南山城一帯
を製った集中豪雨により、田原 0宇治田原村併せて24
名もの尊い命が奪われ、まちの貴重な財産も失うという

大惨事が起こりました。
そしてこの災害は、本町戦後最大の被害をもたらした災害と

住民一人ひとりに深い悲 しみと痛恨のつめあとを刻み込みました。
字治田原町では、これらの悲 しみを忘却の彼方へおしやるこせ

ととらえ防災対策の強化を図るための取 り組みを進めています。
力の向上や住民の安全確保のため、防災組織等の充実はもちろ
らゆる面において「防災のまち」づ くりの大切さを認識 しています (

しかしながら、安全で災害にも強いまちづ くりは行政だけででき
はなく、住民一人ひとりが防災意識をしっか りと持ち、行政と住民
担 しながら協働で進めていくことが必要です。
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南山城水害 50周年紙 (4)

突然やつてくる土砂災害。しかし、よく観察してみれば

土砂災害にもいくつかの前兆があります。

それらの前ぶれを理解し、いざというときに備えましょう。

地鳴りが聞こえる。

亀裂が大きくなつてきた。

こんなところは

要注意 !!

●よう壁が継ぎ足して造られてい

るところ。

●水抜き穴が少なかつたり、詰まつ

たりしているもの。

●傾斜度が30度以上あるところ。

●湧き水があるところ。

●がけの縁に大本がある

ところ。

谷や斜面にたまつた土・石 0砂

などが、大雨や長雨による水と

いつしょに一気に流れ出す。速

度が速く、破壊力もあるため、

大きな被害をもたらす。逃げる

ときは、流れの方向に対して直

角に逃げる。渓流口付近に住ん

でいる人は特に注意を。

翼 II菫轍 麟

がけの地面に水がしみ込み、弱

くなつた斜面が突然瞬時に崩れ

落ちる。力1すの近くに住む人は、

その様子に十分注意し、危険を

感じたらすぐに避難を。

湧き水の量が    山の斜面から水が

一定でなくなり、  吹き出しはじめた。

濁つてきた。

雨戸のない窓には

板などを打ちつけ、

飛来物による破壊から守る。

湧き水の量が ,‖が濁つたり、

増えてきた。 流本が混ざり

がけに亀裂が入る。

がけから小石が落ち

EX_二.Z
がけから出る水が濁

日本は台風の多い国です。集中豪雨による被害を

最小限に食い止めるには、自分で積極的に情報を収集し、

気象予報には十分注意して早めの行動を心がけてください。

テレビアンテナに

支線を張るなど補強する。

雨どいに土や落ち葉が諸まつて、

排水が悪くなっていないか。

物干し竿、植木鉢などか

飛ばされないよう屋内に入れる。

外出はひかえ、家族揃つて

気象情報に注意する。

緊急避難に備えて
非常持出品の点検

納屋や物置小屋の

ガソリンや晨薬など、

流出の危険はないか。

足元に注意を払う

裸足、長靴は禁物。ひもでし
められる運動靴を層き、長い棒
を杖がわりにして安全を‐確認しなが

I
子 どもか ら目を離さない

はぐれないようお互いC身体を回一

プで結んで避難゛特に子どもからは

ブロック塀などにひび割れが

はいつていないか注意

″
雨か降り続いて

F.水深が腰ま

であるような

う細 動 .

危険な箇所を調へる
         (

覇所で救助を

=DO力
難 .

賄:`〔マツプlc~記載神 ている危険饉

所を確認しながら、自分の住んでいる

地域のどこが危険か、避難所はどこか、

確認しておきましょう。

避 難 の 道 順 を決 め て お く

速やかに、安全な道順で避難できるよ

うに日ころから調べておきましょう。

情報に気を配る

気象予報など防災関係の情報に気を

配り、近所の人たちへの連絡も積極的
におこないましょう。

雨量に注意

土砂災害の多くは雨が原因で起こり

ます。1時間に20ミリ以上、降り始め

から100ミリ以上の降雨量になつたら、

注意が必要です。

制作′/株尭針土古反X光〕  発行日/平成 15年 7月
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小石が転がり

くる。

長雨のあと強い雨が

降りはじめた。

亀裂が入つたり

変形している。

近所と協力して

排水満の整備をしておく。

鵬
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避難場所一覧

1所

称

1 住 民 体 育 館

郷 之 口 会 館  郷之口田中  禅 定 寺 会 館

高 尾 公 会 堂  高尾向ヒ坂  湯 屋 谷 会 館

老人福祉センター「やすらぎ荘」

1 田 原 小 学 校   体 育 館 1  南 公 会 堂  南 溝 尻  奥 山 田 会 館

1  宇治田原小学校   体 育 館 1  荒 木 公 民 館  荒 木 東 出 1 銘城台自治会館

1  奥 山 田 」ヽ 学 校  :体 育 館 1  岩 山 会 館  岩山富ノ門  緑苑坂自治会館

L 準孝甲宇守撃___1_贅 亨甲:  ヰリ|1区 会所 立川神上
豪避難については、警察や消防団等の指示に従つて行動してください。

編集・発行//京都府宇治田原町役場 企画総務部総務課



(3) 南山城水害 50周年紙  ｀

再
出
発
に
向
け
て

陽
が
昇
る
に
つ
れ
て
被
害

の
大
き
さ
が
明
ら
か
と
な

り
、
当
日
Ｓ
月
１５
日
に
は
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
、
救

援
活
動

。
応
急
復
旧
活
動
が
開
始
さ
れ
た
‐、「
多
難
な
復
旧

に
あ
え
ぎ
な
が
ら
も
、
人
々
は
寝
食
を
忘
れ
て
ス
コ
ッ
プ

を
持
ち
、
重

い
モ
ッ
コ
を
か

つ
い
だ
。
ま
た
、
消
防
団
を

中
心
と
す
る
組
織
的
活
動
も
、
地
域
の
復
旧
に
大
い
に
活

躍
し
た
。
し
か
し
、
人
々
の
復
旧

へ
の
思
い
を
く
じ
く
か

の
よ
う
に
、
あ
く
る
９
月
２５
日
に
は
台
風
１３
号
が
襲
い
か

か
り
、
軌
道
に
の
っ
た
ば
か
り
の
復
旧
工
事
は
後
退
せ
ざ

る
を
得
な
く
な

っ
た
。

一
進

一
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
長
く
険
し
い
復
旧
作

業
の
道
も
３
年
後
に
は
、
宇
治
田
原
の
里
に
災
害
の
面
影

を
ほ
と
ん
ど
と
ど
め
な
い
ま
で
に
復
旧
さ
れ
た
。

鮒州趾たっ無橘
の軸撚贅↑鵠褥

災
害
を
単
な
る
自
然
現
象
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な

く
、
災
害
を
防
止
し
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
ぐ
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

災
害
対
策
の
目
的
は
、
災
害
時
の
住
民
自
身
の

「自
分

の
生
命

・
財
産
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
と
行
動
を

基
本
に
し
つ
つ
、
住
民
の
生
命
、
身
体
を
守
り
、
財
産
を

保
護
し
、
社
会
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

宇
治
田
原
町
で
は
、
総
合
的

。
長
期
的
な
地
域
づ
く
り

施
策
を
基
本
と
し
て
、
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
理
念

（防
災
ビ
ジ
ョ
ン
）
を

『住
民
と
つ
く
る
自
然
を
生
か
し

た
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
に
向

け
て
住
民
皆
さ
ま
と
と
も
に
目
指
し
ま
す
。　
　
　
　
ず
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:枢

[整 意
失われた人命と住宅の被害
男女別死亡者 と行方不明者

地区別死亡者 と行方不明者

住宅の被害

な を よ 。 は 生
角 防 う 修 町 活

努 堤 け ゛
所 ご

め fた 豊 11モ づ
く
り

時間雨量図橋梁 0水稲・茶の被害

25,000

20,000

15。 0∞

10。 000

雨
量
（
脚
）

安
心
の
ま
ち

つ
＜
り

●
災
害
を
で
き
る
だ
け
起
こ
さ
せ
な
い
、

被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
、
防
災
型
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

●
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
等
の
視
点

に
立
っ
た
き
め
細
や
か
な
防
災
対
策

●
災
害
時
に
即
応
で
き
る
組
織

・
体
制
の

整
備

住
民
と

一ノ‘

る
ま
ち

，
７＼
――
′

●
行
政

・
住
民
・
企
業
が
と
も
に
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
・
防
災
対
策

●
住
民
・
企
業
と
の
情
報
の
相
互
提
供
と

自
主
的
な
防
災
組
織
の
育
成

・
支
援

●
住
民
自
身
の
日
頃
か
ら
の
災
害
へ
の
備

え
と
災
害
時
の
的
確
な
行
動
に
対
す
る

啓
発

自
然
を
生
か
し
た
ま
ら

つ

ヽ
リ

●
豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境
を
大
切
に
す

る
ま
ち
づ
く
り
・
防
災
対
策

死 亡 者 行 方 不 明 者

男 女 計 男 女 計

田 原  村

宇 治 田原村

地 区 名 死 亡 者 行 方 不 明 者

田 原  村 南

宇治田原村

山

湯  屋  谷

奥  山  田

計

全 壊 流  出 半 壊 浸 水

田 原  村

宇治田原村

計

災害時の天気図

・現
在

の
防
災

活
動

治療を受ける負傷者

(単位 :



南山城水害 50周年紙 (4)

突然やつてくる土砂災害。しかし、よく観察してみれば

土砂災害にもいくつかの前兆があります。

それらの前ぶれを理解し、いざというときに備えましょう。

地鳴りが聞こえる。

亀裂が大きくなつてきた。

谷や斜面にたまった土・石・砂

などが、大雨や長雨による水と

いつしょに一気に流れ出す。速

度が速く、破壊力もあるため、

大きな被害をもたらす。逃げる

ときは、流れの方向に対して直

角に逃げる。渓流日付近に住ん

でいる人は特に注意を。

がけの地面に水がしみ込み、弱

くなつた斜面が突然瞬時に崩れ

落ちる。力Чナの近くに住む人は、

その様子に十分注意し、危険を

感じたらすぐに避難を。

亀裂が入つたり

変形している。

外出はひかえ、塚族揃つて

気魚情報に注意する。

緊急避難に備えて
非常持出品の点検

小石が転がり

落ちてくる。

テレビアンテナに

支線を張るなど補強する。

|

湧き水の量が    山の斜面から水が

一定でなくなり、  吹き出しはじめた。

濁つてきた。

雨戸のない窓には

板などを打ちつけ、

飛来物による破壊から守る。

こんなところは

要注意H

●よう壁が継ぎ足して造られてい

るところ。

●水抜き穴が少なかつたり、詰まつ

たりしているもの。

●傾斜度が30度以上あるところ。

●湧き水があるところ。

●がけの縁に大本がある

ところ。

雨どいに土や落ち葉が諸まつて、

排水が悪くなっていないか。

物干し等、植本鉢などか

飛ばされないよう屋内に入れる。

近所と協力して

排水溝の整備をしておく。

磋`鯰″
湧き水の星が ,‖ が濁つたり、雨が降り続いて がけに亀裂が入る゛

がけから小石が落ち

がけから出る水が濁

日本は台風の多い国です。集中豪雨による被害を

最小限に食い止めるには、自分で積極的に情報を収集し、

気象予報には十分注意して早めの行動を心がけてください。

足元に注意を払う

裸足、長靴は禁物。ひもでし
められる運動靴を履き、長い棒
を杖がわりにして安全を確認しなが

I
子 どもか ら目を離さない

はぐれないようお互いC身体を□一

プで結んで避難.特にデどもからは

目を離0尊倹よう細心の注意を。

ブロック塀などにひび割れが

はいつていないか注意

水位の籠翻

    水深が腰ま

紳

       歩ける深さは股下まで。

あるような

…
鰈

危 険 な 箇 所 を調 へ る

ざれている危険箇プに記戦フ賄 :S〔マツ

所を確認しながら、自分の住んでいる

地域のどこが危険か、避難所はどこか、
・

確認しておきましょう。

避 難 の 道 順 を決 め て お く

速やかにも安全な道順で避難できるよ

うに日ころから調ぺておきましょう。

情報に気を配る

気象予報など防災関係の情報に気を

配り、近所の人たちへの連絡も積極的
におこないましょう。

雨量に注意

土砂災害の多くは雨が原因で起こり

ます。1時 間に20ミリ以上、降り始め

から100ミリ以上の降雨量になつたら、

注意が必要です。

制作′/株式剣巖切に麗い   発行日/平成 15年 7月

避 難  所

住 民 体 育 館

田 原 小 学 校 体 育 館 奥山田政所

銘 城 台

緑 苑 坂

壼

輔

Ｉ

長雨のあと強い雨が

降りはじめた。

高 尾 公 会 堂

南 公 会 堂

荒 木 公 民 館

湯 屋 谷 会 館

奥 山 田 会 館

銘城台自治会館

高尾向ヒ坂

南 溝 尻

荒 木 東 出
h

宇治田原小学校 体 育 館


